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日本比較文化学会中部支部第５回大会案内 

 

 

Ⅰ．大会日程  2014年 3月 2日（日） 

 

Ⅱ．大会テーマ  再び、「比較文化」を考える 

 

Ⅲ．大会スケジュール  10:30～16:50           （※敬称略） 

・10:30～ 受付 

・10:55～ 開会の挨拶  中部支部長：岡本 武昭 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 総合司会：安藤 雅之（常葉大学教職大学院） 

 

【第 1部】（11:00～12:10） 

○自由研究発表 （一人発表 25分＋質疑応答 10分） 
 

○昼休み （12:10～13:00） 

 

○総会   （13:00～13:30） 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

【第 2部】（13:40～16:40） 

○基調講演 （13:40～14:10） 
「「比較教育文化論」とは？」    白鳥 絢也（星槎大学大学院） 

 

○公開討論会 （14:10～16:40） 
「再び、「比較文化」を考える」 

今井 敏晴（常葉大学学生） 

藤巻 拓 （常葉大学学生） 

杉本 有規（常葉大学学生） 

白鳥 絢也（星槎大学大学院） 

 

コーディネーター：澤田 敬人（静岡県立大学） 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

○まとめ・閉会の挨拶 （16:40～16:50）      川口 雅也（浜松学院大学） 
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Ⅳ．会 場  

 

場所：静岡県立大学（谷田キャンパス） 3315教室・3316教室 

〒422-8526 静岡県静岡市駿河区谷田 52-1 

 

 

※交通アクセス：〈http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/outline/access/index.html〉より転載 

 

○草薙駅（JR・静岡鉄道）から大学までのアクセス 

 徒歩：JR「草薙」駅または静岡鉄道「県立美術館前」駅、同「草薙」駅から 徒歩 15分 

バス：JR「草薙」駅前より、しずてつジャストライン 草薙団地行き（三保草薙線）で、

「県立大学入口」下車 約 5分 

 

 

※当日、『静岡マラソン 2014（旧静岡駿府マラソン）』が開催されます。 

混雑が予想されますので、時間に余裕を持ってお越しください。 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

 

懇親会（17:30 頃～） 

 ※静岡駅若しくは草薙駅近辺の居酒屋（お一人 4,000 円程度）当日参加受付 

 

http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/outline/access/index.html
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自由研究発表 

 

3315教室 （11:00～12:10） 

 

司会：岡本 武昭（中部支部長）・津村 公博（浜松学院大学） 

 

 

 

①11:00～11:35 

 

「特別活動における「伝統・文化」に関する実践課題 

－外国籍児童が在籍する小学校の事例から－」 

 

白鳥 絢也（星槎大学大学院） 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

 

 

②11:35～12:10 

 

「米国テレビ・ドラマを通して、文化を比較する」 

 

川口 雅也（浜松学院大学） 

 

 

 

 

 

 

 

※発表時間は、研究発表 1件につき 35分です。（うち発表 25分、質疑応答 10分） 
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研究発表要旨 

【テーマ：再び、「比較文化」を考える】 

 

 

 

 

①白鳥 絢也（星槎大学大学院） 

「特別活動における「伝統・文化」に関する実践課題 

－外国籍児童が在籍する小学校の事例から－」 

 

「伝統・文化」を扱う際に考慮しなければならないことは、近年、研究や実

践が盛んに行われている多文化教育あるいは多文化共生教育についての考え方

を踏まえなければならない点である。本発表では、外国籍児童が在籍する小学

校の特別活動において、日本の文化や伝統を一方的に押し付けるのではなく、

外国の子どもの「文化的背景」を考慮した取り組みを実践している事例を紹介

する。 

 

 

 

 

②川口 雅也（浜松学院大学） 

「米国テレビ・ドラマを通して、文化を比較する」 

 

 The OC (2003) という米国テレビ・ドラマを用いた「比較文化論」の授業の

実践報告。 

① ドラマの中に、学生たちは何を見るのか 

② どこに学生たちを導くか 

③ ドラマを用いる利点と問題点 

 

 

 


